


商 号 株式会社 ソルテック工業

代 表 者 薛 章 彦(せつ あきひこ)

創 立 １９８５年２月１３日

資 本 金 ３，１００万円

事 業 内 容
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各種プラント設備製作
据付工事・配管工事
環境関連施設設備工事
各種メンテナンス工事
環境関連製品製作・リース・販売
その他企画・設計・製作

統合技術力（ソルテックパワー）で
人と地球の未来を考える!

会社概要



１．なぜエコアクション？

３S活動取り組みされている他社への見学
→見学者全員が見事な取組に感動！

自分たちもやってみたいという気持になった。

 ISO9001とISO14001の取得を！社長の
思いを受けて
→まずは中小企業でも取り組みやすい

「エコアクション２１」の認証取得にチャレンジ
することを決定！
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 2010年10月 本社、尼崎事業所、尼崎工場、和歌山
工場から委員を選びエコアクション21委員会が発足

 現在も、メンバーを交代しながら月1回会議を開催

２．エコアクション実行委員会の立ち上げ



３．エコアクション２１認証取得

2011年7月21日

エコアクション21認証取得。

エコアクション委員はとてもうれし
く感激したのを覚えています。

ここからは、「継続」「取組の充実
化」という課題へのスタート
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４．エコアクション取組への課題

エコアクションを開始して委員会では、各事業所の「環
境目標と実績」の表を見るということに始終した。

 とりあえず、ごみの減量、節水、節電ということを啓蒙、
実践し、毎月数量を記入していた。

委員会から社員に対して何をすればよいのか？よくわ
からない。

全社員と共に！が難しい。
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審査人の先生からの助言を受ける中にヒントがあった。

取組の例をわかりやく教えてくださった。

例：「ごみを1日三つ拾う」ということを目標に会社全体で取り組まれた話



５．明るく、楽しく、みんなで取り組むエコアク
ション活動をめざして！

取組を決めてエコアクションに社員を巻き込んで
みよう！

●取組計画のポイント

・PDCAを常に意識して進める。

・社員を巻き込める方法を考える。

・やってよかったと思える取組方。

・社員にエコアクションに関心を持ってもらう。

会社で取り組んでいるということを啓蒙し、意識づける。
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 啓蒙活動として「キャッチフレーズ総選挙」を開催

→従業員からキャッチフレーズを募集し、

全従業員による投票でキャッチフレーズを決める。

 キャッチフレーズ決定

「ほっ！と一息 緑が癒やす目と心」

→優秀賞選ばれた社員には社長より

賞状と賞品を授与

 キャッチフレーズを基にポスターを作成 8

表彰の様子

応募総数
なんと49作品！

2013年社員巻き込み活動を計画実施！



 グリーンカーテンに初挑戦！
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尼崎事業所

和歌山工場 本社

尼崎工場

2013年の取組



 「ゴーヤ収穫祭」開催

エコで楽しく！みんなに喜んでもらう！
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2013年の取組
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 「エコキャップ運動イメージ画総選挙」を開催

→ポスターを社員、家族、協力会社から募集し、

投票で決め、採用された方には賞品と賞状を渡す。

 採用されたポスター

応募総数
２２作品！

2014年の取組
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 エコキャップ回収状況
尼崎工場 関東事業所

和歌山工場
尼崎事業所

本社 現場

2014年の取組
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 現場の3S活動の様子

↑道工具置場の整頓状況 ↑清掃道具の整頓状況

←足場材の搬出前の仮置き状況
（安全通路を確保）

現場・工場の取組
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現場の3S活動の様子

現場・工場の取組

工場の3S活動の様子
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 創立３０周年の記念事業の一つとして、3S活動コンテスト

「創意工夫！3Sムダ取り大作戦！！」を開催。

コンテストで活動を活性化し、社員に成長してもらう。
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 前年に引き続き、第二弾3S活動コンテスト

「ひらめき！きらめき！創意工夫3S活動！」を開催。
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 エコアクション活動を社員に理解してもらうために、

「エコアクション講演会」を開催。

その他特別企画



世界に広がるエコアクション（ベトナム工場）
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社員に自主的に改善していこうとする姿勢が生まれる

 コミュニケーションが深まる

 ３S活動、緑化活動、エアコン清掃（年2回）etc．

→エコアクション活動を継続することにより

心が育ち社会性が育つ会社になる！

エコアクション活動に取り組んで社員を育てる！
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３S活動

整理

整頓

清掃

業務改善活動

探さない
失くさない
失敗しない

時間短縮
生産性向上
ミスロス削減

環境活動

エネルギー削減
資源の削減

製品・サービスへ
の環境配慮
工期厳守
現場の美観

顧客信頼性向上

＝ ＝
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環境省主催の「環境コミュニケーション大賞」の受賞を

目指して、 環境活動レポートも年々進化！

目標を持ち続ける＝活動の活性化

進化する

2012年 2013年 2014年 2015年



ご静聴ありがとうございました。
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ソルくん


